
L. v. Beethoven 弦楽三重奏曲第4番　ハ短調、作品9の3番、第四楽章のソナタ形式と和声構造

　　　　　　　　　　　　　　　　　繰り返しあり
小節 1 13 21 29 37 41 49 57 63 77 81 85 92 107 115 127 132 140 160 168 186 194 202 208 220

提示部（76小節） 展開部（55小節） 再現部（98小節）
（40小節） （36小節） 第1節（15小節） 第2節（15小節） 第3節（25小節） （54小節） （44小節）

主楽節（12） 移行部(28小節) 副楽節（22小節） 終楽節(14小節） 第一テーマの 新しい主題（第一 第一テーマの 停滞 主楽節（28小節） 移行部(26小節) 副楽節（22小節） 終楽節(22小節）

主音 後半部使用 テーマから展開） 前半部使用

A

D

G T

C T1 T1 T1 移行部主題 T2 T2 ■ ■

F 保続音 第一テーマを長調で 提示部では長調 完全に短長調 延長

B 展開（提示部に相当  

Es T T2 T2 ■ ■ するものがない）

As 移行部主題 部分的に短長調

Des

展開部主題

凡例

長調

短調

■ 短長調（ドイツ語：Molldur、長調の主和音、長調の属和音と短調の下属和音を組み合わせた音階使用）

和声的に安定していない移行部

長調の属和音を中心とする部分

短調の属和音を中心とする部分


